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ムサくん

認定第 3号

早春のロックガーデン

ゆるやかな流れの中で群泳するヤマメの稚魚たち

秋の静かな沢で小さな命は宿り

厳しい冬を乗り越えて、春を迎えた

沢底に溜まった落ち葉のすき間にいる川虫を食べ

初夏には森から沢に落ちてくる虫たちが、ヤマメをさらに育む

命はこうしてつながっていく

“茅葺き屋根の上でさえずるミソサザイ”
 　御岳山の冬は長い。10月から最低気温は10℃を下回る日があり、2月の寒い日夜には

-10℃近くまで下がる。4月になってもまだ暖房が手放せない。そんな長い冬の中でも、

少しずつ着実に春が近づいていることを知らせてくれるのがこのミソサザイである。体重

10gにも満たないとっても小さな鳥なのに、まだ寒さの厳しい2月下旬頃から、良く通る

大きな声で元気よくさえずり始める。寒空の下の力強い声は、「春はもうすぐだよ」と、

言われている気がして励まされる。

　沢の周辺で子育てをするミソサザイは、ビジターセンター近くでも良く観察することが

できる。普段は沢の石の上など地面に近い所で鳴いていることが多いのだが、茅葺き屋根

の東馬場家では、屋根の上で盛んにさえずっている。屋根の隙間にコケで巣を作って

いることもあった。ここは、ミソサザイにとって、安心できる場所なのかもしれない。

　2016年春から東馬場家の屋根の葺き替えが始まる。

ミソサザイは職人さんの様子をうかがいながら、どこでさえずるだろうか。

春を感じるミソサザイのさえずりを、これからも御岳山で聞き続けたい。
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 日の出山
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 御岳山でちょい

小塚山の

ミツバツツジ　ロード

花見時：4 月中旬～ 4 月下旬

神社女坂から望めば

道脇を彩るミツバツツジが

ピンク色のラインに！

カスミザクラと奥ノ院

花見時：4 月中旬～ 4 月下旬

午後、傾き始めた日の光を浴びた

真っ白なサクラが浮かびあがる。

奥ノ院の山肌を背景に・・・。

青空とマンサク

花見時：3 月上旬～ 3 月下旬

立ち止まり見上げてごらん。

控え目に咲く黄色い花が

青空に映える！　お花見とは、主にサクラ等を愛でに野山で出かけること。

古くから親しまれてきた春の行事です。サクラを見るのもイイけれど、

他にもオススメのお花があります。

　今回は、サクラを含めた御岳山ならではの「お花見スポット」を

ご案内します。

御岳山　お花見スポット

森の足元を彩るカタクリ

花見時：4 月中旬～ 4 月下旬

まだ冬の気配漂う雑木林。

その林床にカタクリの花が

アクセントを添え

早春の装いを演出する。

日の出山　ヤマザクラの並木

花見時：4 月中旬～ 4 月下旬

長尾平から日の出山を見ると

深緑色の針葉樹の山肌

尾根筋に沿って

サクラ並木が彩る！

遠くから見る「花見」もまた良し！



講評

この所、ロックガーデンで

多発している見間違い？！

黒い動物を発見しドキッと

した情景が目に浮かびます。
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成虫で冬を越すチョウのた

くましさにびっくりポンね。

ちなみに、ボロボロの翅は

回復しません。
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講評
ここ数年で良く目撃される

ようになったニホンジカ。

生きていくために色々な植

物を食べる。でも、本当に

シカは悪者なのでしょう

か？

講評

天敵が少ない寒い間に卵を

産むのは生き残るための作

戦ですね。そしてエサの虫

たちが出てくるまでもうひ

と眠りというわけです。
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キツツキは、ドラムのよう

に木を叩いてプロポーズす

るのですね。高速で叩くこ

とが重要のようですね。

講評

昨年の春は、オオルリが

一番にやって来ました。

今年の飛来する順番は？

どうなるか楽しみですね。
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